
尼崎市経済環境局環境部 
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下記1の書類について、別添のとおり提出します。 

記 

1 提出書類 

＜該当を選択＞ 

口産業廃棄物処理計画書（PDF ・書類 1部） 

■産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF ・書類 部） 

●特別管理産業廃棄物処理計画書（PDF ・書類 部） 

● 特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書（PDF・書類 部） 

2 提出者 

（住所） 〒 661 一 0972 

兵庫県尼崎市小中島2丁目6番10号 

（名称・代表者氏名） 

株式会社 大城工業所 

代表取締役 徐 幸代 

3 対象事業場 

（所在地）尼崎市内一毒一 
円 

（名称）尼崎市内各工事現場 

（事業場コード（6 桁）) 909186 

4 事業場データ 

（報告データ） 

（業種コード（4 桁）) 0600 

（業種名） 総合工事業 

（フレーム：完成工事高） 

127,992 万円 

（廃棄物発生場所地域名）＜該当地域に〇印をしてください。＞※ 

11ネ申戸市、⑩尼崎市、13姫路市、14西宮市、 

21阪神南、22阪神北、23東播磨、24北播磨、25中播磨、26西播磨、 

27但馬、28丹波、29淡路 

※地域は政令市・県民局単位。複数地域にまたがる場合、第2面は地域ごとに作成ください。 

5 ご担当者 

（所属）工事部管理1課 

（氏名）平岡 晶義 

（電話）06-6491-2842 (FAX) 06-6494-2044 

(E-mail) m_h丘aoka@ohshiro .co加 

（建設業） 

本用紙は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第11項及び第12条の2第12項で定める公表対象の様式では 

ありませんので、同法により公表することはありません。 

ただし、別添の様式はすべて公表されますので、別添の様式中に個人情報等を記載しないようご注意ください。 



様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

尼崎市長 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12
その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

産業廃棄物処理計画書 

令和5 年 6月 29 日 

殿 

提出者 

c -“ 住所 兵庫県尼崎市小中島2丁目6番10号 

第ノ匕度発ュ 

エ々 株式会社 大城エ業所 

一らR っ了 レ、加 代表取締役徐幸代 
球幸 嘉vにてノ （法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 
’ 、難 マ、‘ス A一γか‘ 

で警物うがシ／ 

条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

事 業 場 の 名 称 尼崎市内各工事現場 

事 業 場 の 所 在 地 尼崎市内一円 

計 画 期 間 令和b年4月1日 ～ 令和6年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事業の種類 06 総合工事業 

②事業の規模 売上高 127, 992万円（令和4年度実績） 

③従業員数 39人（令和5年4月現在） 

④産業廃棄物の一連 
買請否費李器v/ J＝ 
の処理の工程 

口‘I女正幸ュ口22 
別紙参照 

日本産業規格 A列4 



（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別紙参照 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

①現状 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

排出量 t t 

（これまでに実施した取組） 

事前に数量を計測して余分な産業廃棄物を増やさないように管理した。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

排出量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

規定の数量を超過しないように管理し、可能な限り産業廃棄物の発生が 
少ない工法を取り入れることで削減する。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

現場内の保管場所に廃プラスチック類、建設系混合廃棄物（管理型含 
む） （廃プラスチック類、紙くず）、木くずの3区画に分け、各現場での 
廃棄物を分別して保管している。 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

その他品目についても、可能な範囲で分別を実施。 

②計画 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

①現状 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 t t 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 t t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 t t 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 



（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 4年鵬 [）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 
t t 

（これまでに実施した取組） 

特になし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

特になし 

ミ廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（令和 4年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

全処理委託量 t t 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

優良認定処理業者・再生利用業者へ処理委託を行った。 
また、再利用が可能である廃棄物にっいては再生利用業者へ処理委託と 

する。 



（第5面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙参照 別紙参照 

全処理委託量 t t 

優良認定処理業者への 
処理委託量 t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

引き続き優良認定処理業者・再生利用業者へ処理委託を行う。 

※事務処理欄 



（第6面） 

備考 
1 前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ 
と。 

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 
(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請 

完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ 
事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま 
での一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中 
間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間 
処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量 
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行 
令第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収 
施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者）であ 
る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ 
の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の 
種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入 
すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき 
は、 「一」を記入すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 



〇産業廃棄物の一連の処理の工程 

工事開始 

掘削・切断 

l 
既設構造物撤去 

>1500がれき類、0200 汚泥 

>1500がれき類、0800 木くず、 

2020 建設系混合廃棄物（管理型含む）（廃プラスチック類、紙くず） 

1500 がれき類 

収集運搬＜委託：永井組など＞→破砕＜阪神アスコンなど＞ 

→再生砕石などの再生路盤材として活用 

0200汚泥 

収集運搬→薬剤・乾燥＜泉興業など＞ 

-RPF、木材チップ、マテリアル原料として活用 

0800木くず、2020 建設系混合廃棄物（管理型含む）（廃プラスチック類、紙くず）、 

0600廃プラスチック類 

収集運搬→破砕＜摂津清運など＞ 

→鉄くず、ダンボール、廃プラスチックとして活用 

〇産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

土ロHー 

sji竺 )ーーー＼＼叔百 1一 報告等 

i〈処理業者〉 

契約 

工事部 

（責任者） 

建設副産物責任者 ’＼了ー曹業部 

（責任者） 

〇産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

現状 前年度実績（令和4年度） 

報告等 

産業廃棄物の種類 
1500 

がれき類 
0200 
汚泥 

0800 
木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 

（管理型含む） 

0600 
廃プラスチック類 合計 

排出量 991.28t 652一45t 4.54t 35 .3 4t 0.24t 1683.85t 

計画 目標 

産業廃棄物の種類 
1500 

がれき類 
0200 
汚泥 

0800 
木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 
（管理型含む） 

0600 
廃プラスチック類 合計 

排出量 950.00t 600.oot 3.00t 30. DOt 0.20t 1583.20t 



〇自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

現状 前年度実績（令和4年度） 

産業廃棄物の種類 
1500 

がれき類 
0200 
汚泥 

0800 
木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 

（管理型含む） 

0600 

廃プラスチック類 合計 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 Ut ot Ut ot Ot Ot 

計画 目標 

産業廃棄物の種類 
1500 

がれき類 
0200 
汚泥 

0800 
木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 

（管理型含む） 

0600 

廃プラスチック類 合計 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

〇自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

現状 前年度実績（令和4年度） 

産業廃棄物の種類 
15UU 

がれき類 
020U 
汚泥 

0800 
木くず 

2020 

建設系混合廃棄物 

（管理型含む） 

0600 

廃プラスチック類 合計 

自ら熱回収を行った 

産業廃棄物の量 Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

自ら中間処理により減量した 
産業廃棄物の量 Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

計画 目標 

産業廃棄物の種類 
15UU 

がれき類 
U2 005J 0800 

木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 

（管理型含む） 

0600 

廃プラスチック類 合計 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

O 自ら行う産業廃棄物の埋立処分または海洋投入処分に関する事項 

現状 前年度実績（令和4年度） 

産業廃棄物の種類 
15UU 

がれき類 
U20U 
汚泥 

U8UU 
木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 

（管理型含む） 

0600 

廃プラスチック類 合計 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 
Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

計画 目標 

産業廃棄物の種類 
1500 

がれき類 
0200 
汚泥 

U8UU 
木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 

（管理型含む） 

0600 

廃プラスチック類 合計 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

Ut Ut Ut Ut Ut Ut 



〇産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

現状 前年度実績（令和4年度） 

産業廃棄物の種類 
1500 

がれき類 
0200 
汚泥 

0800 
木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 
（管理型含む） 

0600 
廃プラスチック類 合計 

全処理委託量 991 .28t 652.45t 4.54t 35 .34t 0.24t 1 683.85t 

優良認定処理事業者への 
処理委託量 116.53t 2.86t 4.54t 35.34t 0.24t 159.5 it 

再生利用業者への 
処理委託量 874.75t 649.59t Ut Ut Ut 1 524.34t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 

処理委託量 
Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

計画 目標 

産業廃棄物の種類 
1500 

がれき類 

0200 
汚泥 

U8U0 

木くず 

2020 
建設系混合廃棄物 
（管理型含む） 

0600 
廃プラスチック類 合計 

全処理委託量 9 50. OUt 60U.0Ut 3.UUt 30.UUt 0.2Ut 1583.2Ut 

優良認定処理事業者への 
処理委託量 1 20.UUt 5.U0t 3.UUt 30.UUt 0.20t 158.2Ut 

再生利用業者への 
処理委託量 830.UUt 595. 0Ut Ut Ut Ut 1425.U0t 

認定熱回収業者への 
処理委託量 Ut Ut Ut Ut Ut Ut 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 
処理委託量 

Ut Ut Ut Ut Ut Ut 


